
生涯スポーツ学部は、スポーツや健康に関する理論や実践について探求し、主体的・活動的・健康
的な生き方を実践・支援できる人材を育成し、生涯にわたってスポーツに親しむことができる健康で
豊かな「生涯スポーツ社会」の構築に貢献することを目的に、平成21（2009）年度に開設しました。
平成26（2014）年4月にはその趣旨を受け継ぎながら、今後の北海道の高齢化や過疎化という地域課
題に向き合う人材の育成を目指して、「スポーツ教育学科」と「健康福祉学科」の2学科制がスター
トしました。健康福祉学科においては、本学が平成9（1997）年に開設した人間福祉学部によって
培ってきた、福祉・介護の人材育成のスキルを最大限に活かし、福祉と健康運動・スポーツという二
つの教育資源の統合による幅広い人材の育成を目指しています。皆さんはそれぞれスポーツ教育学科
第8期生、健康福祉学科第3期生となります。

近年スポーツへの関心は広がりを見せています。
文部科学省は「新たなスポーツ文化の確立－全ての人々にスポーツを！スポーツの楽しみ・感動を
分かち、支え合う社会へ－」を目指して、平成22年8月に『スポーツ立国戦略』を策定しました。更
に、翌23年8月には『スポーツ基本法』を制定し、スポーツの価値や意義、スポーツの果たす役割を
示し、スポーツを推進する国及び地方公共団体の責務などを明らかにしました。
スポーツ基本法の前文には次のように記されています。

スポーツは世界共通の人類の文化である。
スポーツは心身の健全な発達、健康及び体力の保持増進、精神的な充足の獲得、自律心その他の精
神の滋養のために個人でまたは集団で行われる運動競技その他の活動であり、今日、国民が生涯にわ
たり心身ともに健康で文化的な生活を営む上で不可欠なものとなっている。スポーツを通じて幸福で
豊かな生活を営むことは、全ての人々の権利であり、全ての国民が自発性の下に、各々の関心、適性
に応じて、安全かつ公正な環境の下で日常的にスポーツに親しみ、スポーツを楽しみ、またはスポー
ツを支える活動に参画することが出来る機会が確保されなければならない。
スポーツは次代を担う青少年の体力を向上させるとともに、他者を尊重しこれと共同する精神、公
正さと規律を尊ぶ態度や克己心を培い、実践的な思考力や判断力を育む等人格の形成に大きな影響を
及ぼすものである。

本学部ではスポーツや健康、さらには福祉領域の理論や実践について探求し、人々の主体的・活動
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的・健康的な生き方を支援できる人材を養成します。
各分野の基礎を幅広く学び自分の適性を見極める1年次の勉学を経て、2年次からは選択したコー
スや分野ごとに専門性を深め、人々に生きがいを与えられる専門家を目指します。学部の専門教育で
は実社会に役立つキャリア形成を目指して、実践的な研究や技術の習得に努めることになります。本
学部はそのための教育研究と実践の手段を皆さんに提供します。
平成25年4月には大学院生涯スポーツ学研究科が開設され、より専門的教育研究分野への進学も可
能となりました。本学部で4年間学んだ後、スポーツおよび福祉に関する様々な分野の専門的指導者
や研究者として、あらゆる分野で活躍することを期待しています。

■スポーツ教育学科
子どもから高齢者まで、学校教育から競技スポーツまで、運動を通して心身の健康づくりを行うと
ともに、誰もがスポーツに親しむことができる「生涯スポーツ社会」の実現を目指します。スポー
ツや身体活動を通して、生涯の多様なシーンで主体的に活動できる実践力を養います。

■健康福祉学科
北翔大学ではこれまで、福祉・介護の専門職を数多く養成してきました。更に北海道の超高齢社会
に対応するため、既存の福祉・介護の領域に新たに健康・運動スポーツをプラスした「健康福祉」
という学科を創設し、新しい時代の幸せを生み出します。

生涯スポーツ学部の3つのポリシー

○ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

生涯スポーツ学部は、スポーツ教育学科と健康福祉学科の2学科からなります。本学部は生涯ス
ポーツ社会の実現をめざし、スポーツ・健康、福祉・介護分野の学びをとおして、幅広い世代の支援者と
して、主体的・活動的・健康的な生き方を実践できる能力を身に付けた以下の学生に学位を授与します。

⑴ 幅広い教養と豊かな人間性をもとに、実践的コミュニケーション力により、多様な人々との関
係づくりと協働を可能とする総合的な力を備えている。
⑵ スポーツや学校教育、健康・福祉等の分野や社会の中で生まれる事柄に取り組むための科学的
な知見と客観的な判断力を備えている。
⑶ 培った知識・技術を活用してスポーツや学校教育、健康・福祉の分野や地域社会の様々な活動
に取り組むための実践者としての指導力・組織力を備えている。
⑷ スポーツや学校教育、健康・福祉の分野における専門的職業人としての素養を身につけ、保健
体育教諭、競技者、スポーツトレーナー、健康運動指導士、社会福祉士、介護福祉士などになる
ための基礎的な能力を備えている。

○カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

生涯スポーツ学部の教育課程は、スポーツや健康、福祉の分野における専門的職業人の養成をめざ
し、基本的理論の習得と演習・実習等による実践力を育成するカリキュラムとなっています。さら
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に、学生の関心領域の広がりに即して学科横断的な履修や他学部の関連領域への発展的履修も可能と
なっています。そのことにより、学生は、自己が描く専門職像に適した幅広い教養と専門性を備える
ことができます。カリキュラムの基本的な構成は、次の4群です。
⑴ 幅広い教養と就職に必要な社会人基礎力を養成する科目群（全学共通科目・就業力養成科目）
⑵ 自己の専門的領域を深めるための学際的科目群（発展科目）
⑶ 自己の専門的志向を確認する基礎的な科目群と基礎学力を養成する科目群（学部共通科目）
⑷ 各自の選択した専門領域を深める専門的な科目群（学科専門科目）

○アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

生涯スポーツ学部は、生涯スポーツ社会の実現をめざして、スポーツ・健康、福祉・介護という視
点から、人々の活き活きとした生活をサポートする人材の養成を通して地域社会の発展に貢献するこ
とを目的としています。そのためには、スポーツ・健康、福祉・介護の分野において実践的な指導者
となるような、以下の資質を備えた人たちを受け入れます。
⑴ スポーツの実践者で、入学後もすぐれた運動能力をもとにスポーツを実践しようとする意欲が
ある人
⑵ 健康福祉分野に関心があり、地域社会への貢献意欲が高い人
⑶ 生涯スポーツ社会の実現をめざして、保健体育教諭、健康運動指導士、スポーツトレーナー、
社会福祉士、介護福祉士などの専門的職業人をめざす人
⑷ 他者との関わりや課題等に対して積極的に取り組もうとする意欲のある人
⑸ 知的好奇心が旺盛で何事にも主体的に行動できる人

／【Ｋ：】Ｓｅｒｖｅｒ／北翔大学（学生便覧）／２０１６年／大学／大学／Ｃ～Ｅ  2016.02.22 15.52.54  Page 505 



教育文化学部は、教育学、芸術学、心理学のそれぞれの専門領域の特質を生かしつつ横断統合した
学部です。生涯学習システム学部と人間福祉学部においてこれまで展開してきた教員養成機能と芸術
デザイン・対人援助分野における職業人養成機能をさらに充実・発展させ、「学校教育」の分野や
様々な「文化」の分野、心理面での「対人援助」の分野で活躍できる実践的で幅広い視野を持つ人材
を養成していきます。それは、未来を担う子どもたちの教育に関わり、地域社会の様々な文化・芸術活
動の発展に貢献し、人間理解と対人援助に力を注ぐ実践能力を身につけた人材を養成するものです。

教育文化学部は、既設の生涯学習システム学部学習コーチング学科（小学校教諭・幼稚園教諭・特
別支援学校教諭の養成）と生涯学習システム学部芸術メディア学科（美術、メディア、インテリア建
築、音楽、服飾美術、舞台芸術の6分野）、そして人間福祉学部福祉心理学科（臨床心理・福祉カウ
ンセリング、養護教諭の養成）の3学科に、人間福祉学部医療福祉学科の精神保健福祉の分野を含
め、それぞれの専門分野を分割再編して、新たに教育学科・芸術学科・心理カウンセリング学科の3
学科として充実・発展させた学部です。

教育学科は、学習コーチング学科に芸術メディア学科の中学校・高等学校音楽教諭と福祉心理学科
の養護教諭の養成機能、さらには保育士養成を加えて、幼児・児童・生徒への教育を担う人材養成を
総合的に行う学科です。

芸術学科は、既設の芸術メディア学科のアート・デザイン分野を再編成し、芸術5分野（美術、メ
ディアデザイン、インテリア建築、服飾美術、舞台芸術）を幅広く、かつ職業人としての専門性を深
化させ得る学科です。

心理カウンセリング学科は、既設の福祉心理学科の臨床心理分野・福祉カウンセリング分野に医療
福祉学科の精神保健福祉分野を加えて、一人ひとりの人間生活を心の面から包括的に支える人材の養
成を行う学科です。

教育文化学部は、教育分野、芸術分野、心理分野の3学科の特性を活かしつつそれらが連動し、学
部の保有する教育力を駆使して専門分野を横断する総合的な学習の機会を提供します。これにより、
総合力や応用力を身につけることが可能となり、地域社会の「教育力」「文化力」「心の豊かさ」を担う
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広く地域文化の活性化に貢献できる専門職業人、高い専門性と総合性を兼ね備えた優れた実践力を持
つ人材を養成していきます。

現代は“総合的な「知」が求められる時代”であるといわれます。社会の変化に対応していくため
には、“自ら課題を見つけ考える力、柔軟な思考力、身に付けた知識や技能を活用して複雑な課題を
解決する力、そして、他者との関係を築く力に加えて豊かな人間性等を含む総合的な「知」”が必要
です。変化の激しい時代を生き抜き、一個の人間として自立し力強く生きていくための基盤を、本学
部においてぜひ身に付けてほしいと思います。

教育文化学部の3つのポリシー

○ディプロマ・ポリシー（学位授与方針）

教育文化学部は、教育学、芸術学、心理学のそれぞれの専門領域の特質を生かしつつ横断統合した
学部です。当学部での多様な学びをとおして、幼児教育・学校教育から生涯学習にいたる幅広い世代
の学びへの支援の観点を踏まえつつ、社会と関わり、時代のニーズに応え得る能力を身につけ、各学
科での所定の単位を修得した以下の学生に、「学士（教育学）」「学士（芸術学）」「学士（心理カウンセ
リング学）」の学位を授与します。
・専門的な知職を総合的な実践力へとつなげ、教育現場や関係諸機関・企業、そして広く地域社会
において、教育文化の継承・発展に寄与する専門職業人としての力を備えている
・豊かな人間性と柔軟な思考力をもち、高い専門性と実践力を身につけ、幼児や児童・生徒の生活
や学び活動を支援できる能力を備えている
・幅広い芸術文化の基礎理解と確かな専門技術を獲得し、多様な職種において芸術性を活かし、社
会貢献できる能力を備えている
・心理学および精神保健福祉学の専門知識をもち、人間援助の総合的アプローチとしてのカウンセ
リングの素養を身につけ、対人支援ができる能力を備えている

○カリキュラム・ポリシー（教育課程編成方針）

教育文化学部では、教育学、芸術学、心理学それぞれの学科の教育課程の円滑な運用をとおして、
学科専門科目、学部共通科目や発展科目など、さまざまな関連分野も含めた総合的・学際的な学びの
場を提供します。本学部の教育課程では、柔軟な思考と豊かな感性そして広い教養を備えた質の高い
実践的な職業人や教員が具備すべき能力を養います。さらに全学共通の基礎教育科目や全学年を貫き
取り組む就業力養成科目をとおして、社会人基礎力や課題解決能力の醸成など現代社会が求める能力
の習得をめざします。
カリキュラムの基本的な構成は次の4群です。
・幅広い教養と就職に必要な社会人基礎力を養成する科目群（全学共通科目・就業力養成科目）
・自己の専門的領域を深めるための学際的科目群（発展科目）
・自己の専門的志向を確認する基礎的な科目群（学部共通科目）
・各自の選択した専門領域を深める専門的な科目群（学科専門科目）
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○アドミッション・ポリシー（入学者受入方針）

教育文化学部では、未来を担うこどもたちの教育に関わり、地域社会のさまざまな文化・芸術活動
の発展に貢献し、人間理解と対人援助に力を注ぐ実践能力を身につけたいと考える以下の人材を求め
ています。
・教育学、芸術学、心理学に強い関心があり、自ら課題を見つけ能動的に学習して専門性を身につ
けようとする意欲のある人
・幼稚園教諭、小学校教諭、特別支援学校教諭、養護教諭、中学校・高等学校教諭（音楽・美
術）、保育士、学芸員、インテリアプランナー、建築士、認定心理士、福祉心理士、精神保健福
祉士、産業カウンセラー、社会教育主事等を目指す人
・幼児・児童・生徒の視点に立ち、豊かな人間性と柔軟な思考力をもち、高い専門性と実践力を身
につけ、教育現場で活躍したいと考える人
・美術、メディアデザイン、インテリア建築、服飾美術、舞台芸術などの芸術分野に興味があり、
芸術をとおして成長し、創造性を活かして社会で活躍したいと考える人
・自分自身の理解、自分を取り巻く他者の理解、人と人とのかかわり合いの理解について深め、心
理学と精神保健福祉学の専門知識を人々の人生をより豊かにするために活かしたいと考える人
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